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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　室内機と、
　この室内機に設けられ、部屋の床温度を検出する可動式の床温度センサーと、
　前記室内機に収納された室内ファンと、
　前記室内機の吹出し口に設けられ、この吹出し口から吹出される吹出し気流の上下風向
を制御する一枚の又は左右に分割された上下制御フラップと、
　前記室内機の吹出し口に設けられ、この吹出し口から吹出される吹出し気流の左右風向
を制御する左右に分割された左右制御フラップと、
　前記部屋の床が複数に分割され、これら分割された複数のエリアの中からユーザが前記
吹出し気流を送る２つ以上のエリアを指定エリアとして指定するエリア指定操作部を有す
るリモコンとを備え、
　このリモコンからエリア指定の信号が送信された場合、前記室内機は、部屋の床を分割
した複数のエリアの中から、前記指定エリアに対応する２つ以上のエリアを判定して、前
記２つ以上のエリアの中間又は中央に向けて前記吹出し気流が送られるように、前記吹出
し気流の風向、風速の初期値を設定して運転を開始するとともに、前記床温度センサーが
検出した指定エリアの床温度に基づいて指定エリアにおける体感温度を算出し、指定エリ
アにおける体感温度と予め設定されている設定温度との差が所定値以内になるように運転
することを特徴とする空気調和機。
【請求項２】
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　前記室内機は、前記床温度センサーにより前記指定エリアの温度ムラを検出し、前記指
定エリアの温度ムラがしきい値を超えた場合、前記吹出し気流の風向、風速の補正を行う
ことを特徴とする請求項１記載の空気調和機。
【請求項３】
　前記床温度センサーが、前記指定エリア内の床温度を複数検出し、検出した複数の床温
度の平均値から計算される体感温度で、当該空気調和機の能力を制御することを特徴とす
る請求項１又は２記載の空気調和機。
【請求項４】
　前記リモコンのエリア指定操作部は、複数のエリア指定ボタンを有し、
　前記室内機は、リモコンのエリア指定操作部の一つ又は複数のエリア指定ボタンで指定
された指定エリアのパターンに応じて、前記上下制御フラップと前記左右制御フラップと
の向きを初期設定して、前記指定エリアに前記吹出し気流を送ることを特徴とする請求項
１又は２又は３記載の空気調和機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、リモコンにより気流を送るエリアを指定し、室内機がそのエリアに向かっ
て気流を送り、床温度センサーによりそのエリアの温度ムラを検出して、温度ムラを解消
する空気調和機に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　室内に温度ムラがあって、しかも複数の人がいても負荷に応じた能力の分配制御をして
、空調の快適性を向上させる空気調和機が提案されている（例えば、特許文献１参照）。
【０００３】
　また、赤外線センサーを用いて、人体の存在方向と出力強度から距離を検知する位置検
出手段を設け、人の存在位置に応じて風向及び風速を変更する空気調和機が提案されてい
る（例えば、特許文献２参照）。
【０００４】
　さらに、赤外線センサーを用いて、予め部屋の用途、月、曜日、時刻等の情報を入力す
る空気調和機が提案されている（例えば、特許文献３参照）。
【特許文献１】特開平５－２４０４８９号公報
【特許文献２】特許第２９２１２５６号公報
【特許文献３】特許第３０９０５１２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　従来の空気調和機は、床温度検出手段と人検出手段からの信号を受けて、本体から吹出
される風向、風量、吹出し温度等の能力を人位置に応じて分配するので、例えば、夏場や
冬に人が外から帰宅したときのように、床と人の温度差が少ないときには人を検知しにく
く、気流を吹出すエリアが不明確になり、結局部屋全体を空調することになり、省エネ運
転ができない。
【０００６】
　この発明は、上記のような課題を解決するためになされたもので、ユーザの要求に対応
した快適な空調と省エネを実現できる空気調和機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係る空気調和機は、室内機と、この室内機に設けられ、部屋の床温度を検出
する可動式の床温度センサーと、室内機の吹出し口に設けられ、一枚の又は左右に分割さ
れた上下制御フラップと、室内機の吹出し口に設けられ、左右に分割された左右制御フラ
ップと、ユーザが気流を送るエリアを指定するエリア指定操作部を有するリモコンとを備
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え、このリモコンからエリア指定の信号が送信された場合、室内機は、その指定エリアに
向けて気流が送られるように、風向、風速の初期値を設定し運転を行い、床温度センサー
により指定エリアの温度ムラを検出し、温度ムラがしきい値を超えた場合、風向、風速の
補正を行うことを特徴とする。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明に係る空気調和機は、上記構成により、ユーザの要求に対応した快適な空調と
省エネを実現できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　実施の形態１．
　図１乃至図２０は実施の形態１を示す図で、図１は空気調和機の室内機１の断面図、図
２は上下制御フラップを除き左右制御フラップを示す室内機１の正面図（ａ）と断面図（
ｂ）、図３は左右制御フラップの動作を説明する室内機１の正面図、図４は左右制御フラ
ップを除き上下制御フラップを示す室内機１の正面図（ａ）と断面図（ｂ）、図５は上下
制御フラップの動作を説明する室内機１の正面図、図６は床温度センサーが取り付けられ
た室内機１の正面図（ａ）と床温度センサーの動作を示す平面図（ｂ）、図７は室内機１
が壁上部に取り付けられ、床を６分割した部屋を示す図、図８はリモコンの平面図、図９
は空気調和機の冷媒回路図、図１０はリモコンのエリア指定と対応する部屋の床のエリア
（１５パターン）を示す図、図１１はリモコンでパターン名称１－１が選択されたときの
室内機１の動作を示す図、図１２はリモコンでパターン名称１－２が選択されたときの室
内機１の動作を示す図、図１３はリモコンでパターン名称１－３が選択されたときの室内
機１の動作を示す図、図１４はリモコンでパターン名称１－４が選択されたときの室内機
１の動作を示す図、図１５はリモコンでパターン名称２－２が選択されたときの室内機１
の動作を示す図、図１６はリモコンでパターン名称２－３が選択されたときの室内機１の
動作を示す図、図１７はリモコンでパターン名称２－６が選択されたときの室内機１の動
作を示す図、図１８はリモコンでパターン名称３－３が選択されたときの室内機１の動作
を示す図、図１９はリモコンでパターン名称４－１が選択されたときの室内機１の動作を
示す図、図２０は室内機１の動作を示すフローチャートである。
【００１０】
　図１に示すように、室内機１は内部に第１の室内熱交換器１０６、第２の室内熱交換器
１０８、室内ファン１０９を収納している。吸込口２０から吸込まれた空気は、第１の室
内熱交換器１０６、第２の室内熱交換器１０８、室内ファン１０９を通過し、吹出し口３
０から外部へ吹出される。吹出し口３０には、吹出し風の風向を制御する左右制御フラッ
プ（左）２００ａ、左右制御フラップ（右）２００ｂ、上下制御フラップ（左）２０１ａ
、上下制御フラップ（右）２０１ｂが設けられている。左右制御フラップ（左）２００ａ
と左右制御フラップ（右）２００ｂで左右制御フラップを構成し、上下制御フラップ（左
）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂで上下制御フラップを構成する。また、室
内機１の前面の中央下部付近で、吹出し口３０から所定距離離間した上方に、赤外線を検
知する床温度センサー５０を備える。
【００１１】
　先ず、図２により左右制御フラップについて説明する。左右制御フラップは、左右制御
フラップ（左）２００ａ、左右制御フラップ（右）２００ｂに分割されている。左右制御
フラップ（左）２００ａは、各フラップがリンク棒（左）２１０ａにより同じ動作を行う
。リンク棒（左）２１０ａは、専用のパルスモータで独立して駆動される。また、同様に
、左右制御フラップ（右）２００ｂは、各フラップがリンク棒（右）２１０ｂにより同じ
動作を行う。リンク棒（右）２１０ｂは、専用のパルスモータで独立して駆動される。
【００１２】
　図３により、左右制御フラップの動作を説明する。左右制御フラップが、左右制御フラ
ップ（左）２００ａ、左右制御フラップ（右）２００ｂに分割され、夫々独立して駆動さ
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れることで、図３のような吹出し気流パターンを作ることができる。左右制御フラップ（
左）２００ａ、左右制御フラップ（右）２００ｂを向かって左側に設定すると吹出し気流
は左側に（図３（ａ））、左右制御フラップ（左）２００ａ、左右制御フラップ（右）２
００ｂを正面に設定すると吹出し気流は正面に（図３（ｂ））、左右制御フラップ（左）
２００ａ、左右制御フラップ（右）２００ｂを向かって右側に設定すると吹出し気流は右
側に（図３（ｃ））、左右制御フラップ（左）２００ａを左側に、左右制御フラップ（右
）２００ｂを右側に向けると、吹出し気流は左右に吹き分けられる（図３（ｄ））。左右
制御フラップ（左）２００ａを右側に、左右制御フラップ（右）２００ｂを左側に向ける
と、吹出し気流は正面を向き、強い気流を正面に吹出すことができる（図３（ｅ））。
【００１３】
　図４により、上下制御フラップについて説明する。図４に示すように、上下制御フラッ
プは、吹出し口３０中央部付近において、上下制御フラップ（左）２０１ａ、上下制御フ
ラップ（右）２０１ｂに分割されている。上下制御フラップ（左）２０１ａ、上下制御フ
ラップ（右）２０１ｂは、夫々別々のパルスモータにより独立して駆動される。
【００１４】
　図５により、上下制御フラップの動作を説明する。上下制御フラップ（左）２０１ａ、
上下制御フラップ（右）２０１ｂを、両方上に向けると気流は部屋の遠方である奥に向か
う（図５（ａ））。上下制御フラップ（左）２０１ａ、上下制御フラップ（右）２０１ｂ
を、両方下に向けると気流は部屋の近くの下側に向かう（図５（ｂ））。上下制御フラッ
プ（左）２０１ａを上、上下制御フラップ（右）２０１ｂを下に向けると、左側の気流は
上へ、右側の気流は下へ向かう（図５（ｃ））。
【００１５】
　図６に示すように、室内機１は前面の中央部の下部付近に、赤外線を検知する床温度セ
ンサー５０を有する。床温度センサー５０は、赤外線を検知する赤外線検知部を２個備え
、一つは室内機１から見て部屋の奥側の床等の温度を検出し、他の一つは室内機１から見
て部屋の手前側の床等の温度を検出する。床温度センサー５０は、左右方向に回転可能に
構成されていて、所定角度の範囲内を、所定の速度で往復運動して、部屋全体の床等の温
度を検出する。
【００１６】
　図７に示すように、部屋の床を６つのエリア（イ～ヘ）に分割する。室内機１から見て
部屋の手前側を３つのエリア（イ、ロ、ハ）に、室内機１から見て部屋の奥側を３つのエ
リア（ニ、ホ、ヘ）に分割する。
【００１７】
　図８により、リモコン６０について説明する。リモコン６０は、表示部６０ａと、エリ
ア指定操作部６０ｂとを備える。その他の運転入／切ボタン、冷／暖／除湿切替ボタン、
温度設定ボタン等は、省略している。エリア指定操作部６０ｂは、部屋の床エリアの全体
を指定するエリア全体指定ボタン７０ａ、エリア（イ、ロ）を指定する第１のエリア指定
ボタン７０ｂ、エリア（ロ、ハ）を指定する第２のエリア指定ボタン７０ｃ、エリア（ニ
、ホ）を指定する第３のエリア指定ボタン７０ｄ、エリア（ホ、ヘ）を指定する第４のエ
リア指定ボタン７０ｅを備える。尚、このリモコン６０のエリア指定操作部６０ｂの操作
と部屋の床のエリアとの関係についての詳細は、後述する。
【００１８】
　図９により、空気調和機の冷媒回路について、簡単に説明する。冷媒を圧縮して吐出す
る圧縮機１０１の吐出側に、冷房と暖房とで冷媒の流れる方向を切り替える四方弁１０２
が接続される。四方弁１０２に室外熱交換器１０３が接続され、室外熱交換器１０３の近
くに室外ファン１０４が配置される。減圧装置である第１の膨張弁１０５が室外熱交換器
１０３に接続され、第１の膨張弁１０５は、開閉弁１１２、延長配管１１４を介して第１
の室内熱交換器１０６に接続される。第１の室内熱交換器１０６は、第２の膨張弁１０７
を介して第２の室内熱交換器１０８に接続される。第１の室内熱交換器１０６及び第２の
室内熱交換器１０８の近くに、室内ファン１０９が配置されている。第２の室内熱交換器
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１０８は、延長配管１１３、開閉弁１１１を介して四方弁１０２に接続される。四方弁１
０２からアキュムレータ１１０を介して圧縮機１０１に戻る。
【００１９】
　尚、冷房運転時に、第１の膨張弁１０５を開き気味にして第２の膨張弁１０７を絞り、
第１の室内熱交換器１０６を凝縮器として、第２の室内熱交換器１０８を蒸発器として動
作させることで除湿運転を行うことができる。
【００２０】
　図１０により、リモコン６０のエリア指定操作部６０ｂによる指定と、部屋の床の指定
エリアとの関係を説明する。リモコン６０のエリア指定操作部６０ｂには、エリア全体指
定ボタン７０ａ以外に、第１のエリア指定ボタン７０ｂ、第２のエリア指定ボタン７０ｃ
、第３のエリア指定ボタン７０ｄ、第４のエリア指定ボタン７０ｅの４個のエリア指定ボ
タンがある。
【００２１】
　４個のエリア指定ボタンの１個を指定するパターンが４つあり、第１のエリア指定ボタ
ン７０ｂを指定するパターンを「パターン名称１－１」とする。同様に、第２のエリア指
定ボタン７０ｃを指定するパターンを「パターン名称１－２」、第３のエリア指定ボタン
７０ｄを指定するパターンを「パターン名称１－３」、第４のエリア指定ボタン７０ｅを
指定するパターンを「パターン名称１－４」とする。
【００２２】
　４個のエリア指定ボタンの２個を指定するパターンが６つあり、第１のエリア指定ボタ
ン７０ｂと第２のエリア指定ボタン７０ｃを指定するパターンを「パターン名称２－１」
、第１のエリア指定ボタン７０ｂと第３のエリア指定ボタン７０ｄを指定するパターンを
「パターン名称２－２」、第１のエリア指定ボタン７０ｂと第４のエリア指定ボタン７０
ｅを指定するパターンを「パターン名称２－３」、第２のエリア指定ボタン７０ｃと第３
のエリア指定ボタン７０ｄを指定するパターンを「パターン名称２－４」、第２のエリア
指定ボタン７０ｃと第４のエリア指定ボタン７０ｅを指定するパターンを「パターン名称
２－５」、第３のエリア指定ボタン７０ｄと第４のエリア指定ボタン７０ｅを指定するパ
ターンを「パターン名称２－６」とする。
【００２３】
　４個のエリア指定ボタンの３個を指定するパターンが４つあり、第１のエリア指定ボタ
ン７０ｂと第２のエリア指定ボタン７０ｃと第３のエリア指定ボタン７０ｄとを指定する
パターンを「パターン名称３－１」、第１のエリア指定ボタン７０ｂと第２のエリア指定
ボタン７０ｃと第４のエリア指定ボタン７０ｅとを指定するパターンを「パターン名称３
－２」、第１のエリア指定ボタン７０ｂと第３のエリア指定ボタン７０ｄと第４のエリア
指定ボタン７０ｅとを指定するパターンを「パターン名称３－３」、第２のエリア指定ボ
タン７０ｃと第３のエリア指定ボタン７０ｄと第４のエリア指定ボタン７０ｅとを指定す
るパターンを「パターン名称３－４」とする。
【００２４】
　４個のエリア指定ボタンの全てを指定するパターンが１つあり、「パターン名称４－１
」とする。この「パターン名称４－１」の場合は、エリア全体指定ボタン７０ａを指定し
てもよい。結局、全部で１５パターンある。
【００２５】
　各パターン名称に対応する部屋の床のエリアは、図１０に示すようになる。即ち、「パ
ターン名称１－１」には、「エリア（イ）とエリア（ロ）」が対応する。以下、同様に、
「パターン名称１－２」には「エリア（ロ）とエリア（ハ）」、「パターン名称１－３」
には「エリア（ニ）とエリア（ホ）」、「パターン名称１－４」には「エリア（ホ）とエ
リア（ヘ）」が対応する。
【００２６】
　「パターン名称２－１」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ハ）」、「パタ
ーン名称２－２」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ニ）とエリア（ホ）」、
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「パターン名称２－３」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ホ）とエリア（ヘ
）」、「パターン名称２－４」には「エリア（ロ）とエリア（ハ）とエリア（ニ）とエリ
ア（ホ）」、「パターン名称２－５」には「エリア（ロ）とエリア（ハ）とエリア（ホ）
とエリア（ヘ）」、「パターン名称２－６」には「エリア（ニ）とエリア（ホ）とエリア
（ヘ）」が対応する。
【００２７】
　「パターン名称３－１」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ハ）とエリア（
ニ）とエリア（ホ）」、「パターン名称３－２」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエ
リア（ハ）とエリア（ホ）とエリア（ヘ）」、「パターン名称３－３」には「エリア（イ
）とエリア（ロ）とエリア（ニ）とエリア（ホ）とエリア（ヘ）」、「パターン名称３－
４」には「エリア（ロ）とエリア（ハ）とエリア（ニ）とエリア（ホ）とエリア（ヘ）」
が対応する。
【００２８】
　「パターン名称４－１」には「エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ハ）とエリア（
ニ）とエリア（ホ）とエリア（ヘ）」が対応する。
【００２９】
　次に、各パターン毎の制御フラップの動作を図１１乃至図１９により説明する。先ず、
「パターン名称１－１」の場合は、図１１に示すように、リモコン６０の第１のエリア指
定ボタン７０ｂが指定され、室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（イ
）とエリア（ロ）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御フ
ラップ（左）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂは下に向ける。左右制御フラッ
プ（左）２００ａは、左に向ける（室内機１を正面から見た場合、以下、同様）。左右制
御フラップ（右）２００ｂは、正面に向いている。これは、中央のエリアであるエリア（
ロ）にも気流を送るためである。
【００３０】
　「パターン名称１－２」の場合は、図１２に示すように、リモコン６０の第２のエリア
指定ボタン７０ｃが指定され、室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（
ロ）とエリア（ハ）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御
フラップ（左）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂは下に向ける。左右制御フラ
ップ（左）２００ａは、正面に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右に向ける
。
【００３１】
　「パターン名称１－３」の場合は、図１３に示すように、リモコン６０の第３のエリア
指定ボタン７０ｄが指定され、室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（
ニ）とエリア（ホ）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御
フラップ（左）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂは上に向ける。左右制御フラ
ップ（左）２００ａは、左に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、正面に向ける
。
【００３２】
　「パターン名称１－４」の場合は、図１４に示すように、リモコン６０の第４のエリア
指定ボタン７０ｅが指定され、室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（
ホ）とエリア（ヘ）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御
フラップ（左）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂは上に向ける。左右制御フラ
ップ（左）２００ａは、正面に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右に向ける
。
【００３３】
　次に、リモコン６０のエリア指定ボタンの２個が指定される場合について説明するが、
６つのパターンの中の、「パターン名称２－２」、「パターン名称２－３」、「パターン
名称２－６」について説明する。
【００３４】
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　「パターン名称２－２」の場合は、図１５に示すように、リモコン６０の第１のエリア
指定ボタン７０ｂと第３のエリア指定ボタン７０ｄが指定され、室内機１からの吹出し気
流は、初期設定として、エリア（イ）とエリア（ロ）とエリア（ニ）とエリア（ホ）の中
央の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御フラップ（左）２０１ａ
と上下制御フラップ（右）２０１ｂはやや上に向ける（「パターン名称１－３」よりは若
干下に向ける）。左右制御フラップ（左）２００ａは、左に向ける。左右制御フラップ（
右）２００ｂは、正面に向ける。
【００３５】
　「パターン名称２－３」の場合は、図１６に示すように、リモコン６０の第１のエリア
指定ボタン７０ｂと第４のエリア指定ボタン７０ｅが指定され、室内機１からの吹出し気
流は、初期設定として、エリア（イ）とエリア（ロ）の中間、エリア（ホ）とエリア（ヘ
）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御フラップ（左）２
０１ａは下、上下制御フラップ（右）２０１ｂは上に向ける。左右制御フラップ（左）２
００ａは、左に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右に向ける。このような気
流の吹き分けができるのは、上下制御フラップを２分割したことによる。一枚の上下制御
フラップでは、このような気流の吹き分けはできない。
【００３６】
　「パターン名称２－６」の場合は、図１７に示すように、リモコン６０の第３のエリア
指定ボタン７０ｄと第４のエリア指定ボタン７０ｅが指定され、室内機１からの吹出し気
流は、初期設定として、エリア（ニ）とエリア（ホ）の中間、エリア（ホ）とエリア（ヘ
）の中間の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御フラップ（左）２
０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂは上に向ける。左右制御フラップ（左）２００
ａは、左に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右に向ける。
【００３７】
　リモコン６０の４個のエリア指定ボタンの中の３個が指定されるパターンは４つあるが
、「パターン名称３－３」について説明する。
【００３８】
　「パターン名称３－３」の場合は、図１８に示すように、リモコン６０の第１のエリア
指定ボタン７０ｂと第３のエリア指定ボタン７０ｄと第４のエリア指定ボタン７０ｅが指
定され、室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（イ）とエリア（ロ）と
エリア（ニ）とエリア（ホ）の中央、エリア（ホ）とエリア（ヘ）の中間の位置に上下風
向、左右風向を向ける。具体的には、上下制御フラップ（左）２０１ａはやや上に、上下
制御フラップ（右）２０１ｂは上に向ける。左右制御フラップ（左）２００ａは、左に向
ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右に向ける。
【００３９】
　リモコン６０の４個のエリア指定ボタンの中の全てが指定されるパターンである、「パ
ターン名称４－１」について説明する。
【００４０】
　「パターン名称４－１」の場合は、図１９に示すように、リモコン６０の全てのエリア
指定ボタンが指定される。室内機１からの吹出し気流は、初期設定として、エリア（イ）
とエリア（ロ）とエリア（ニ）とエリア（ホ）の中央、エリア（ロ）とエリア（ハ）とエ
リア（ホ）とエリア（ヘ）の中央の位置に上下風向、左右風向を向ける。具体的には、上
下制御フラップ（左）２０１ａと上下制御フラップ（右）２０１ｂはやや上に向ける。左
右制御フラップ（左）２００ａは、左に向ける。左右制御フラップ（右）２００ｂは、右
に向ける。
【００４１】
　吹出し気流の初期設定は以上のとおりであるが、図２０のフローチャートにより、その
後の制御について説明する。
　ユーザが、リモコン６０のエリア指定操作部６０ｂを操作して空調したい（吹出し気流
を送ってほしい）エリアを選択する（Ｓ１０）。室内機１は、指定されたエリアに吹出し
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気流を送るように、風向、風速の初期値を設定して実行し、後述する体感温度と設定温度
との差が所定値以内になるまで続ける（Ｓ２０）。床温度センサー５０は、指定エリア（
２乃至６箇所のエリア）の床温度を検出し、床温度の最大値と最小値の差を算出する（Ｓ
３０）。指定エリアの床温度の最大値と最小値の差がしきい値を超えたか判定する（Ｓ４
０）。指定エリアの床温度の最大値と最小値の差がしきい値を超えた場合は、しきい値以
下になるように、室内機１は風向、風速の補正を行う（Ｓ５０）。
【００４２】
　以上のように、温度ムラを解消するために、上下制御フラップ、左右制御フラップを左
右に分割した気流制御によって広いリビングでの快適性が向上する。さらに、リモコン６
０による空調したいエリア指定に対応した床温度による空調ができるので、ユーザの要求
を満たした快適性を維持しつつ、省エネ運転が可能となる。
【００４３】
　空気調和機の能力は、室内ファン１０９の風量と、圧縮機１０１の運転周波数とによっ
て制御される。リモコン６０の設定温度に対して、室内機１の吸込み温度が離れるほど、
室内ファン１０９の風量と圧縮機１０１の運転周波数とを上げて能力を上げる。また、リ
モコン６０の設定温度に対して、室内機１の吸込み温度が近づくほど、室内ファン１０９
の風量と圧縮機１０１の運転周波数とを下げて能力を下げる。室内機１の吸込み温度Ｔａ
と、床温度センサー５０により検出された床温度Ｔｆから算出される体感温度Ｔｔａｉｋ
ａｎは、次式で計算される。
　Ｔｔａｉｋａｎ＝Ｔａ＋α（Ｔｆ－Ｔａ）・・（１）
　ここで、αは定数である。
　（１）式で算出される体感温度は、室温より床温度が高いと体感温度は上昇し、室温よ
り床温度が低いと体感温度は低下する。また、定数αは体感温度に対する床温度の寄与度
を表すものであり、一般的に０．５前後の値である。また、体感温度を算出する床温度は
、リモコン６０で指定されたエリアの床温度の平均値を用いる。
【００４４】
　この床温度を考慮した体感温度で、空気調和機の能力を制御することにより、快適性が
向上し、且つ省エネ運転が可能になる。
【００４５】
　実施の形態２．
　図２１、２２は実施の形態２を示す図で、図２１は一枚の上下制御フラップ２０１を使
用した室内機１の正面図（ａ）と断面図（ｂ）、図２２は上下制御フラップ２０１の動作
を示す室内機１の正面図である。
【００４６】
　実施の形態１では、左右に分割された上下制御フラップを使用したが、一枚の上下制御
フラップ２０１でも、同様の吹出し気流の制御が可能である。
【００４７】
　図２１で、図４と異なるのは、上下制御フラップ２０１が一枚で構成されている点のみ
である。
【００４８】
　図２２に上下制御フラップ２０１の動作を示すが、図２２（ａ）のように上下制御フラ
ップ２０１を上に向ければ、吹出し気流は上向きに吹出されて、遠方（部屋の奥）に向か
う。また、図２２（ｂ）のように上下制御フラップ２０１を下に向ければ、吹出し気流は
下向きに吹出されて、近く（部屋の手前）に向かう。
【００４９】
　一枚の上下制御フラップ２０１を使用する場合は、図１０に示す１５パターンの中の、
「パターン名称２－３」、「パターン名称２－４」、「パターン名称３－１」、「パター
ン名称３－２」、「パターン名称３－３」、「パターン名称３－４」を除く、他の９パタ
ーンは可能である。
【００５０】
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　以上のように、一枚の上下制御フラップ２０１でも、吹出し気流の吹き分けパターン数
は減るが、実施の形態１に近い快適性の向上と、省エネを実現できる。
【図面の簡単な説明】
【００５１】
【図１】実施の形態１を示す図で、空気調和機の室内機１の断面図である。
【図２】実施の形態１を示す図で、上下制御フラップを除き左右制御フラップを示す室内
機１の正面図（ａ）と断面図（ｂ）である。
【図３】実施の形態１を示す図で、左右制御フラップの動作を説明する室内機１の正面図
である。
【図４】実施の形態１を示す図で、左右制御フラップを除き上下制御フラップを示す室内
機１の正面図（ａ）と断面図（ｂ）である。
【図５】実施の形態１を示す図で、上下制御フラップの動作を説明する室内機１の正面図
である。
【図６】実施の形態１を示す図で、床温度センサーが取り付けられた室内機１の正面図（
ａ）と床温度センサーの動作を示す平面図（ｂ）である。
【図７】実施の形態１を示す図で、室内機１が壁上部に取り付けられ、床を６分割した部
屋を示す図である。
【図８】実施の形態１を示す図で、リモコンの平面図である。
【図９】実施の形態１を示す図で、空気調和機の冷媒回路図である。
【図１０】実施の形態１を示す図で、リモコンのエリア指定と対応する部屋の床のエリア
（１５パターン）を示す図である。
【図１１】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称１－１が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１２】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称１－２が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１３】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称１－３が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１４】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称１－４が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１５】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称２－２が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１６】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称２－３が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１７】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称２－６が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１８】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称３－３が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図１９】実施の形態１を示す図で、リモコンでパターン名称４－１が選択されたときの
室内機１の動作を示す図である。
【図２０】実施の形態１を示す図で、室内機１の動作を示すフローチャート図である。
【図２１】実施の形態２を示す図で、一枚の上下制御フラップ２０１を使用した室内機１
の正面図（ａ）と断面図（ｂ）である。
【図２２】実施の形態２を示す図で、上下制御フラップ２０１の動作を示す室内機１の正
面図である。
【符号の説明】
【００５２】
　１　室内機、２０　吸込口、３０　吹出し口、５０　床温度センサー、６０　リモコン
、６０ａ　表示部、６０ｂ　エリア指定操作部、７０ａ　エリア全体指定ボタン、７０ｂ
　第１のエリア指定ボタン、７０ｃ　第２のエリア指定ボタン、７０ｄ　第３のエリア指
定ボタン、７０ｅ　第４のエリア指定ボタン、１０１　圧縮機、１０２　四方弁、１０３
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　室外熱交換器、１０４　室外ファン、１０５　第１の膨張弁、１０６　第１の室内熱交
換器、１０７　第２の膨張弁、１０８　第２の室内熱交換器、１０９　室内ファン、１１
０　アキュムレータ、１１１　開閉弁、１１２　開閉弁、１１３　延長配管、１１４　延
長配管、２００ａ　左右制御フラップ（左）、２００ｂ　左右制御フラップ（右）、２０
１　上下制御フラップ、２０１ａ　上下制御フラップ（左）、２０１ｂ　上下制御フラッ
プ（右）、２１０ａ　リンク棒（左）、２１０ｂ　リンク棒（右）。

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３】 【図１４】
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【図１５】 【図１６】

【図１７】 【図１８】
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【図１９】 【図２０】

【図２１】 【図２２】
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